








まとめ 

この研究は精神遅滞児が初期に運動の発達遅滞を示すとすればどんな側面においてであろ

うかということと運動発達遅滞を伴わない精神遅滞の臨床像を明らかにする目的で遡及的

方法によってアンケート調査を実施した。59 名の回答から,手の動きが精神遅滞を判断す

る標準サインになるであろうという事実と,行動障害へ発展する幼児ほど,顕著な運動の遅

滞を伴わないであろうという予測への手がかりが得られた。 


